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五
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テ
レ
ビ
放
送
に
迷
子
特
集
あ
り
。
遊
園
地
に
て
迷
ふ
子
の
人
目
は
ば
か
ら
ず
泣
く
顏
、
迎
へ
の
親
と
再
會

し
喜
ぶ
樣
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
映
す
。 

 
 

 

父
母
を
呼
び
て
パ
ニ
ッ
ク
泣
き
す
る
あ
り
、
氣
丈
に
も
不
安
に
耐
ふ
る
表
情
見
せ
れ
ど
も
、
目
に
涙
一
杯

の
子
あ
り
、
係
員
に
住
所
問
は
る
る
も
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
「
日
本
！
」
と
の
み
答
ふ
る
子
、
ま
た
存
外
に
冷

靜
に
し
て
住
所
氏
名
年
齡
、
果
て
は
親
の
名
前
年
齡
ま
で
滑
ら
か
に
言
ひ
得
る
あ
り
。
行
兒
に
し
て
何
故

に
迷
子
に
な
り
た
る
か
と
思
は
す
。 

 
 

 

迷
子
預
り
所
に
引
取
に
來
る
親
に
も
諸
態
樣
あ
り
。
心
配
に
顏
ひ
き
つ
ら
せ
「も
し
や
此
處
に
」と
預
り

所
覗
き
、
吾
子
見
つ
け
て
安
堵
す
る
母
の
顏
は
麗
し
。
再
會
を
果
た
し
親
子
共
に
抱
合
ひ
て
泣
く
は
ド
ラ

マ
一
場
面
の
如
し
。
場
内
擴
聲
器
の
放
送
に
よ
り
、
わ
が
子
預
り
所
に
あ
る
を
既
に
知
り
て
來
る
親
は
表

情
に
や
や
餘
裕
あ
り
。
預
か
り
所
に
居
れ
ば
し
か
る
べ
き
大
人
の
下
、
危
險
無
か
る
べ
し
と
安
心
し
、
一
休

み
の
後
に
引
取
り
に
來
る
親
も
あ
り
と
い
ふ
。 

 
 

 

子
は
親
が
顏
見
し
途
端
、
大
泣
き
し
全
力
に
て
し
が
み
つ
く
が
普
通
。
照
れ
隱
し
に
口
を
尖
ら
せ
、
横
を

見
る
は
年
長
の
子
な
り
。 

 
 

 

我
が
娘
、
順
子
四
歳
の
頃
、
百
貨
店
に
て
我
よ
り
離
れ
て
歩
き
、
や
が
て
姿
見
當
ら
ず
な
り
ぬ
る
こ
と
あ

り
。
必
死
に
探
し
囘
る
う
ち
、
「
ピ
ン
ク
の
カ
ー
デ
ガ
ン
、
チ
ェ
ッ
ク
の
ス
カ
ー
ト
の
女
の
子
」
の
店
内
迷
子
放

送
あ
り
て
安
堵
、
引
取
に
向
ふ
道
す
が
ら
「
勝
手
に
親
よ
り
離
れ
て
歩
き
囘
る
、
こ
れ
迷
子
に
な
り
し
所

以
。
以
後
、
親
の
手
を
離
す
べ
か
ら
ず
」と
の
叱
責
を
豫
定
す
。 

 
 

 

然
る
に
迷
子
預
り
所
に
て
、
娘
、
我
を
見
つ
く
る
や
泣
き
出
す
は
豫
想
内
な
れ
ど
も
、
大
聲
に
て
吐
出

し
た
る
言
葉
、
我
の
意
表
を
つ
き
た
り
。
曰
く
「
父
御

お
と
う
さ
ん

、
こ
れ
ま
で
い
づ
く
に
あ
り
や
。
か
く
な
り
し
は
父

お
と
う

御 さ
ん

が
自
分
よ
り
離
れ
し
故
。
以
後
、
自
分
よ
り
離
る
べ
か
ら
ず
」 

 
 

 

何
事
に
も
自
分
勝
手
な
り
し
こ
の
娘
、
迷
子
に
な
り
し
因
は
自
分
に
あ
ら
ず
し
て
父
に
あ
り
と
信
ず
。

よ
も
や
係
員
に
、
親
が
迷
子
に
な
り
ぬ
と
訴
へた
る
に
あ
る
ま
じ
き
。 

 
 

 

順
子
の
自
分
勝
手
、
成
人
の
今
も
變
は
ら
ず
。 

 


